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 The question of music in Islam is not simple.  It is a common misunderstanding that 
music is prohibited in Islam and that Muslims are not allowed to sing and dance.  Arab Muslims, 
for example, love and enjoy various kinds of music, and a wedding without singing and danc-
ing has been unthinkable for Arab Muslims, but there is now a public discussion about what is 
called “an Islamic Wedding”, a wedding free from music.  It is a product of Islamic resurgence 
which started around 1980.  However, exploring the historical discussion about music provided 
by leading Muslim scholars, we find that they are not always negative about music.  In addition, 
the present common usage of the Arabic word “muṭrib”, which means a singer, reveals how Arab 
people see music.  “Muṭrib” literally means someone who manipulates the power of “ṭarab”, po-
etic and musical emotion and even a trance capable of resulting in death.  Arab Muslims do not 
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か、とくにエジプトを中心とするアラブ世界 おい 音楽についてどのように じられているのかをみていきたい。そしてなぜそのような捉え方をす のか、その背景にあるものをも明らかにしていきたい。結 を少し先回りして えば、今、音楽について交わされている議論 み 、当然ではあるがそこ 今日の状況のなかで生まれた問題意識がある。 しそれ以上に関心を引くのは、基本的には中世のイスラム法学者の議論とみごとなまでに連続 ると 点である。彼らは音楽 魅惑され、かつその力に慄いている。　
ここでは手がかりとして婚礼という祝いの場に着目したい。
宗教や文化の違い 超え 、婚礼がひ りの人間にとって人生最大のイベントのひとつであることは間違 ない。さ にイスラムにおいては、 「結婚は宗教 半分」といわれるほど結婚が
重視されているのも、婚礼に着目する理由のひとつである。婚外の性交渉が厳しく禁止されていること、さらに子をもうけ次の世代にイスラムを伝えなければならない されていることを考えれば、イスラム教徒にとって結婚が重要な意味をもつのは当然であろう。では婚姻関係を成立させるための儀礼としての婚礼と、音楽はいったいどのように関わっ のだろうか。　
ここでイスラムにおける婚姻関係について説明しておくと、
それは両者の契約によって成立するも であり イスラム法的には婚姻契約が結ばれることで当該の男女 あいだに夫婦関係が成立する。しかしながら現実はかならずしもそう単純ではなく、他のいくつか 儀式 重ねてようやく社会的に承認ることになる。つまり、いわゆ 花嫁行列や婚宴など一連の儀式を経てはじめて「床入り」となるのである。ただ、こうした一連の実践がイスラム法的には何の意味もないかというとそうではない。というの 、イスラム法では婚姻関係の公表 求められており、 うした実践がそれにあたるという解釈も成立するから ある。要するに、一連の実践は地域ごとの特色を帯びた社会的慣習に過ぎないという見方がある と同時に、イスラム法的な要件だという解釈も可能なのである。本論では便宜上、婚姻契約締結後の花嫁行列や婚宴など一連の儀式を婚礼と呼ぶことにする。　
従来のイスラム教徒の婚礼についていうと、一般的に音楽的
な要素はつきものであった。 からこそ、タリバン政権の動きはイスラム世界で 奇異なものとして注目を集めたのであろう。筆者自身、アラブ 複数の地域 何度も婚礼に接したが、
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声が上がっている。今のところ主流 見解とはいえないものの、婚礼から音楽を完全に排除すべきだと主張する人々もいば、一切の音楽的要素を否定す わけではない しても楽器の使用はやめるべきだとす 立場、あるいは使用してい 楽器タンバリンのような打楽器だけだと る立場もある。とく 、一九八〇年前後から顕著になった「 スラム復興」以降の世代に、こうした考え方に共感を示す人々が多いようだ。一見、些細な問題に拘泥しているかにもみえるこうした現象は、いったい何を意味しているのだろうか。　イスラムにおける音楽的要素　
先に、厳密な意味で宗教音楽と呼べるようなものが「正統的
な」イスラムのなかにはないといったが、こ 点についてもう少し説明を加えておきたい。というのは、イスラム教徒はけっして音楽とは認識しないが、そうでな 人間には豊かな音楽性をもつと か思えないものが実は「正統的な」イスラムのなか
にある。その典型的な例が聖典コーランの朗誦であり、さらに礼拝の時刻を告げる呼びかけ、アザーンである。　
まずアザーンについて簡単に説明しておくと、イスラム教徒
は一日に五回定められた時刻に礼拝をすることになっているが、その時刻 な と、モスクのミナレットと呼ばれる塔から「神は偉大なり」という意味の文言で始まる定型のアラビア語による礼拝へ 呼びかけの声が流れ
8。これがアザーンであ
る。アザーンには、程度 差はあれ必ず抑揚やリズムがつけられており、それと知らない者が聞けば、なにかの歌声が聞 えてきたと思うに違いない。現在ではラジオやテレビでも流されるが、イスラムの歴史をとおして人々はこの声によって礼拝の時刻が来たこ を知った。アザーンが聞こえると、人々は仕事や家事に費やされるいわゆる俗 時間の流れをいったん止め、礼拝のための、短い は え聖なる時間に身を浸すことになる。　
コーランの朗誦についても同じことがいえる。イスラムでは





























































ていた。 「マラーヒー」とは、娯楽 道具 うような意味である








は元来、聞くこ を意味する普通名詞で、そ から転じて音楽を聞くこと、それ 伴う実践、ときには聞かれる音楽をも意味するようになった。　「サマーウ」はとくにイスラム法学の見地から、スーフィズムつまりイスラムの神秘主義の流れに身を置く人々 修行のなかで使う音楽に言及する際に使わ る。イスラムの歴史において、神秘主義はつね 微妙な位置づけにあった。それについては現在も変わりない。神秘家たちはイスラムに精神的な深みや温かみを添えるという点で評価される一方、イスラム法の遵
守に重きを置く法学者たちと比較して、規範や戒律をないがしろにし、非イスラム的要素に門戸を開く者として常に疑いのまなざしを向けられてきた。音楽に合わせ舞いながら陶酔の境地に入っていく神秘家独自の実践は、人間 危険な方向に導くものとして法学者からしばしば批判を受けたのである。　
ましてやレインが記録する次のような極端な例は、のちに近
代化を推し進めようとする為政者からもイスラムの「後進性」の証になりかねないものとして否定されるよう なる。レインは、さまざまなタンバリンの音に合わせ激しく舞う神秘家、ダルウェーシュの姿につい こう記 いる。 「彼らの舞には規則性などない。体 上下に動か た と思えば、旋回し、続いて腕を使って奇妙な身ぶりをする。飛び跳ね、ときには叫び声をあげるのだ。
（中略）
圧倒的な高揚感を迎えるべく行う宗教




















る。それは、 「サマーウ」という神秘家の実践を批判する側も、逆にそれを擁護する側も、同じ認識を共有し という点である。どちらの側も、音楽は 間に強い力を及ぼすこと、人間を通常とは異なる状態にす 力をもつこ を前提と 議論している。　世俗的・商業的な音楽の誕生　
イスラムの長い歴史における専門家の議論はさておき、我々











わしい、新しいアラブ 音楽を大成させたのは彼女だと評価されているが、エジプトの国立芸術総合大学 構内に、彼女の銅像があるのはその証拠といえよう。世代 超え、国境を超えてアラブ世界全体で圧倒的な支持を受けた彼女のスケール 大きさは、日本のどの歌手にも例えることができない。誤解を恐れずあえて日本風にいうならば、演歌の大御所と一流のオペラ歌手の才能を兼ね備えた人物ということになろうか。彼女が亡くなった時、その死を悼むために集まった人々は四〇〇万といわれ、伝説となっている。　
生前、彼女のリサイタルは毎月、第一木曜の夜にテレビで放
映されたが その時間は通りから人影がなくなった いうことだ。リサイタルのようすはアラブ世界では今も衛星放送テレビなどで繰りかえし放送されている 、次第に盛りあがってくると、観客から必ずとい ていいほど声援がかかり ときには立ちあがって踊りだす人もでるほどであ 。そして、 応えるようにクルスームは歌い方を自在に変える。歌が人を動かす。歌手とはこの力をもつ人なの ある。この点については、あとで再びとりあげることにした 。
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る。父親はコーランの朗誦を生業としていたが、家族でアンサンブルを組み、婚礼など祝祭の場に招かれてナシードと呼ばれる宗教的な歌を歌うこともあ 。ナシードとは一般 は賛歌を意味するが、とくに神を賛美するもの 預言者ムハンマ を称えるものなどイスラムの教えと深く結びついた内容の歌を指すことが多い。また、通常は伴奏にはタンバリンなどの打楽器以外は使用しない。　
こうした家庭に生まれたクルスームは、幼くしてコーラン








































Fascination and Charm of Music: Music in Arab Muslim Discourse on Wedding, YAGI Kumiko
は、ザグラダ、そして太鼓やタンバリンを激しく打ち鳴らす音が徐々に近づいてくることで、近隣の誰かが嫁入りするのだと理解する。言い換えればこれらの音の組み合わせによって、ふたりの結婚、新しい夫婦の誕生が地域社会に告げ知らされていくのである。　
確かに近年、カイロのような都市部ではこうしたかたちの花
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て正しい婚礼を行ないたいと考える人々の多くが問題とするのは音楽だということがわかるからである。ひとつめは、妹の婚礼についてアドバイスを求めている例である。









である。ほとんどの場合、イスラムの一般的な規範さえ守っていればそれで問題ない、イスラム法によって禁止されたものを避けていればそれでよいという趣旨の回答がなされている。つまり、男女が入り混じって踊ったりしてはならない、下品で欲情を煽るような歌や音楽は避けなければならない 、そ さえ守ればよいと うのである。　
もしかすると、今紹介した相談を寄せた若者たちも、ふだん





















ると、次のよう 文が生まれ 。 「彼はその歌で私をうっとりさせた
（











ことは日本語についてもいえるだろう。 「タラブ」の意味を欠けるところなく、丸ごと伝える日本語はみ からない。　「タラブ」とは人を突き動かすような巨大な力、理性を超えた動きを人のなかに生みだす力 そして「ムトゥリとは動詞「アトゥラバ」の能動分詞であり、ま にそうした力を操る者のことである。単に「歌う」人ではない。　だからこそ、歌をはじめとする音楽にはある種の警戒心を抱
かざる 得ないというこ になるのである。現代の議論は、この点では中世の学者たちの議論とみごと ながってい 。歌手を「ムトゥリブ」と呼ぶ いう事実は、かつて「サマーウ」について論じる際に共有されて た前提、音楽は人を激しく動かす力をもつという見方が今も変わらず生きているとい ことを示して る。　
であるとすれば、婚礼には音楽を使うべきではないという主
張は、音楽をくだらない娯楽、無意味な時間 浪費 ることから生まれるのではな と考え べきだろう。そうではなく「タラブ」によって自己の制御が効かない域に「持っていかれる」可能性をリアルに感じている らこそ、その力を封印しようとしているとみるべきなのであ 音 は「悪魔の誘惑」なのではないかという問いは、音楽が人を魅惑する力を知っている者でなければ発しえない。言い換えれば、 が 危険」なものになりえ ほど、彼らは音楽 対し 強い感性をもって
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鈴木裕之『恋する文化人類学者―結婚を通して異文化を理解する』 、世界思想社、二〇一五年。マレーシアについては、次の資料を参照されたい。西重人「サワラク・マレーの結婚式」 、 『地理』四五（四） 、古今書院二〇〇〇年、一二～一五頁。
8　
アザーンについては次の文献が参考になる。
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